
BRIDGE
東京都江東区木場1-1-1　フジクラ東京R&Dセンター7階

Fw:東北 Fan Meeting

2019

6/13（木）
19:00～21：00

参加費

無料
定員

30名
主催

復興庁

日時

場所

◆東京メトロ 東西線　木場駅 4b出口　徒歩9分
【最寄り駅】

https://www.fwtohoku.com
◆ Fw:東北  ホームページ

◆ フェイスブックページ
@fwtohoku

下記URLよりお申し込みください。

http://bit.ly/2QKCRBS

参 加 申 込

沿岸部の超高齢化を乗り切る
健康コミュニティづくりへの挑戦



【注意事項】　※会場への直接のお問い合わせはご遠慮下さい。

主催：復興庁／ 企画運営：NECソリューションイノベータ株式会社 ( 受託事業者） 

東北地方沿岸部では、震災後、避難生活の長期化などの影響から、要介護高齢者の急増と重度化が進み、要介護認定を受け
る人の増加率が全国平均を上回る状況が続いています。

理学療法士の橋本大吾氏は、震災後に始めた復興支援活動をきっかけに、宮城県石巻市で「一般社団法人りぷらす」を設立。
介護からの「卒業」を掲げ、要介護者の状態改善を目指すデイサービスや、介護離職を防ぎ、仕事と介護の両立を図るための
取組、地域の健康コミュニティづくりなどの活動を行っています。

健康コミュニティづくりには、住民がお互いに健康維持を促す活動として、2014年から3,000人を超える方々が参加。地域のサ
ポーターさんだけで体操教室が運営されるに至っています。こうした既存の職種や役割にとらわれない「住民主体の健康づく
り」の取組は、これまでの介護やケアのあり方を根底から問い直す新しいモデルの一つとして、全国的に注目を集めています。

補助金を減らしながら介護・リハビリ職の活躍のステージを広げ、健康の課題をコミュニティで解決していく。橋本氏の沿岸
部での挑戦から、超高齢化を迎えてもなお、だれもが健康的に暮らし続けることができる地域社会のあり方と、その活動への
関わり方、広げ方について考えます。

※順不同／敬称略

◆ 橋本 大吾  （一般社団法人りぷらす代表）

理学療法士。東日本大震災後、リハビリ専門職の支援団体を
設立し、石巻市の支援活動を開始し、2011年石巻市へ移住。
2013年1月「一般社団法人りぷらす」設立。「家族が、ありたい
暮らしを最後まで」をモットーに、子供から高齢者まで、病気
や障がいの有無にかかわらず地域で健康的に生活し続ける
事ができる社会の創造を目指し、医療や福祉の力を社会に最
適化していく活動を続けている。

Fw:東北 Fan Meeting Vol.2

2019.6.13（木）  19:00～21:00 BRIDGE場所日時 （開場 18:30）

「Fw:東北」は「進む」の意味を「フォワード」に置き換えた東北における共創によるプロ
ジェクト全体の愛称です。被災地復興及び地域課題の解決に取り組んでいるNPO、企
業、自治体等が、自らの取組を加速・発展させるため、共創の手法を通じて、新たな
パートナーとのつながりを創出し、地域社会の課題解決を目指していきます。

「Fw:東北 Fan Meeting」では、復興庁、「新しい東北」官民連携推進協議会による、「Fw:
東北」の取組、プロジェクトをご紹介し、東北で様々なテーマを掲げて行われている活動
や、それらに取り組む人々にフォーカスを当て、認知向上や共創の輪を広げる活動とし
て、各種イベントを、東京や東北各地で多数展開(年間23本程度を予定)します。

Fw:東北 Fan Meetingとは

Fw:東北とは

・ 健康に暮らし続けるためのコミュニティづくりに関心のある方

・ 高齢化が進む地域でのケアのあり方を考えてみたい方

・ 介護やケア、医療のこれからを考えていきたい専門職の方

・ 介護やケア領域のイメージアップに関心のある方

・ 東北との新しいかかわり方に関心のある方

・ その他、本イベントに関心のある方　   等

こんな方にオススメ！！

プ ロ グ ラ ム(予定）

登 壇 者

企 画 趣 旨

沿岸部の超高齢化を乗り切る健康コミュニティづくりへの挑戦

発表タイム

19:05

19:30

「石巻から全国へ拡げる健康コミュニティづくり（仮）」
一般社団法人りぷらす  橋本 大吾 氏

20:20

登壇者コメント20:30

Fw:東北活動紹介20:35

閉会メッセージ／集合写真撮影20:40

交流タイム（～21:00）20:45

アイデアワーク

開会メッセージ／趣旨説明19:00

インプットトーク

「みんなで考える健康コミュニティ」


